
AX シリーズについて
A10ネットワークスのAXシリーズは、業界最高のプライスパフォーマンスを提供する次世代のアプリケーションプラットフォームです。ハイパフォーマ
ンスで拡張性の高いWebアプリケーションデリバリーサービスを構成し、アプリケーションの可用性を最大化することによって企業やISPのビジネス
をサポートします。AX の Advanced Core Operating System（ACOS）アーキテクチャーは、Scalable Symmetrical Multi-Processing（SSMP）テクノ
ロジーを搭載する革新的なOSであり、数々の賞を受賞しています。設計段階から最適化されたマルチCPUアーキテクチャーを持つACOSは、
パフォーマンス、拡張性、信頼性において他社製品よりはるかに優れています。詳しくはこちらのホームページをご覧ください。
http://www.a10networks.co.jp/products/axseries/

A10 Networks/A10ネットワークス株式会社について
A10 Networks（NYSE: ATEN）はアプリケーションネットワーキング分野におけるリーダーとして、高性能なアプリケーションネットワーキングソリュー
ション群を提供しています。世界中で数千社にのぼる大企業やサービスプロバイダー、大規模Webプロバイダーといったお客様のデータセンターに
導入され、アプリケーションとネットワークを高速化し安全性を確保しています。A10 Networksは2004年に設立されました。米国カリフォルニア州
サンノゼに本拠地を置き、世界各国の拠点からお客様をサポートしています。
A10ネットワークス株式会社はA10 Networksの日本子会社であり、お客様の意見や要望を積極的に取り入れ、革新的なアプリケーションネット
ワーキングソリューションをご提供することを使命としています。
詳しくはホームページをご覧ください。  www.a10networks.co.jp   Facebook：http://www.facebook.com/A10networksjapan 

IDCフロンティアについて
株式会社 IDCフロンティアは、日本のビジネスシーンの発展と活性化を支える情報技術基盤を提供しています。長年の経験で培った高信頼データ
センターを全国 9 箇所で運用しており、SaaS/PaaS/IaaS に代表される高付加価値サービスの開発と提供に取り組み、ビジネスユーザーのクラウド
コンピューティングやオープンプラットフォームの利活用を推進しています。http://www.idcf.jp/

■ 課題:
コストパフォーマンスの高いマネージド・ロード
バランシングサービスの構築

■ 導入の決め手:
豊富な機能を追加ライセンスなしで実現

■ 利用機能:
ロードバランス機能、SSLアクセラレーション、
aFleX

■ 使用機種:
AX 1000

■ 導入効果:
多くのユーザーのニーズに柔軟に対応できる
ようになった

AXシリーズでコストパフォーマンスの高い
データセンターサービスを提供
追加ライセンスなしで全ての機能が提供可能

IDCフロンティアは、全国９箇所のデータセンターを保有し1600社以上の導入実績
を持つ、日本最大級規模のデータセンター事業者です。2009年2月にYahoo! 
JAPANグループの一員として設立された同社は、データセンターとクラウドコン
ピューティングの二つの事業領域でサービスの提供を行っています。

IDCフロンティアは、自社のデータセンター利用者向けにマネージドサービスを提
供しています。ロードバランス機能を提供する「マネージド・ロードバランシング」
サービスでは従来他社製品が使用され、標準的な負荷分散機能が提供されてい
ましたが、日々変化するビジネスユーザーの要求に柔軟に対応するため、より拡張
性の高いロードバランサー製品への入れ替えを検討し始めました。 

機能性、パフォーマンス、コストが重要視される同社のサービスでは、高い処理性
能を優れた価格で実現できる製品が必要でした。IDCフロンティアは選定の基準
として、高いロードバランス処理性能を持つこと、幅広い顧客ニーズに対応できる
柔軟なスクリプト機能を持つこと、将来必要となるIPv6を実装していることをあげ、
これを優れたコストパフォーマンスで実現する機器を探していました。

製品選定段階ではA10ネットワークスのAXシリーズや既存の製品を含む数社が検
討されましたが、実機を使用した検証にて、高い処理性能を実現していたA10の
AX 1000が採用されました。IDCフロンティアはまた、全ての機能が標準搭載されコス
トパフォーマンスが高い点や、日本語GUIやCLI(コマンドラインインターフェイス)
によるシンプルな運用が可能な点を高く評価しました。

「市場やユーザーのニーズを的確にとらえたA10の製品戦略に感銘をうけ、AXシリーズ
を採用しました。」IDCフロンティア 運用本部サービスインテグレーション部の片岡 
美穂氏は述べています。

同社の藤咲 公一氏はまた、「AXシリーズが市場のニーズにあった製品ということで、
サービスに関する問い合わせが増えました。多くの機能が追加ライセンスなしで提
供できるようになったため、ユーザーのニーズに対応できるようになりました。」と
述べています。

AXシリーズの採用は、同社のマネージドサービス利用顧客にとってもメリットが
あるものでした。

「従来の『マネージド・ロードバランシング』サービスでは、SSLアクセラレータ機
能を追加でご利用いただく場合にはSSLアクセラレータ対応機種への変更を勧め
る必要があり、それに伴って追加費用も発生していました。AXシリーズはSSLアク
セラレータ機能を標準搭載しているため、機器の入替なしで必要に応じて機能を
ご利用いただけるようになり、顧客の満足度を高めることができました。」

AX 1000は、「マネージド・ロードバランシングサービス」のロードバ
ランサとして、同社のサービスであるマネージドサービスの顧客に
導入され、それぞれ異なる構成で配下のサーバへのトラフィックを
ロードバランスしています。また、携帯電話端末をクライアントとす
る事業者に対してもaFlexを使用して高度なロードバランシングサー
ビスを提供しています。同時にSSLアクセラレータとして動作し、配
下のサーバのSSL負荷を軽減しています。

これらの豊富な機能を標準搭載したAXシリーズにより幅広い顧客
のニーズに対応できるようになり、IDCフロンティアのデータセン
ター利用顧客の満足度を向上させています。
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A10 Networks/A10ネットワークス株式会社について
A10 Networks（NYSE: ATEN）はアプリケーションネットワーキング分野におけ
るリーダーとして、高性能なアプリケーションネットワーキングソリューション
群を提供しています。世界中で数千社にのぼる大企業やサービスプロバイダー、
大規模Webプロバイダーといったお客様のデータセンターに導入され、アプリ
ケーションとネットワークを高速化し安全性を確保しています。A10 Networks
は2004年に設立されました。米国カリフォルニア州サンノゼに本拠地を置き、
世界各国の拠点からお客様をサポートしています。
A10ネットワークス株式会社はA10 Networksの日本子会社であり、お客様の意
見や要望を積極的に取り入れ、革新的なアプリケーションネットワーキングソ
リューションをご提供することを使命としています。
詳しくはホームページをご覧ください。  
www.a10networks.co.jp   
Facebook：http://www.facebook.com/A10networksjapan 

検索エンジン、メディア、そしてエンタテインメントが繋がるポータルサイト“エキサイト”を運営するエキサイト株式会社。
近年伸びが著しいスマホ向けアプリの提供や、翻訳サービスをポータルサイトとしていち早く導入するなど、常にユーザーのニーズ
にいち早く気づき具体化することを信念にサービスを広げてきたエキサイトが、さらなるサービスの安定性を求めて選んだのは
A10 の AXシリーズでした。 

■課題：増加するトラフィック、懸念されるDDoS攻撃、迫るIPv6対応
エキサイト株式会社は、日々訪問ユーザー数が増え続ける検索エンジン“エキサイト”や
“ビューティナビ”といったポータルサービス、数多くのダウンロード数を誇るスマートフォン
向けアプリダウンロードサービスを提供しています。ポータルサービスをビジネスの主軸とす
る同社は、ユーザーに快適なインターフェイスを提供し、またそれを支える安定したネット
ワークインフラを運営しなくてはなりません。同社は安定したインフラを運営する上で様々な
ビジネス上の課題を抱えていました。「SYNFlood(*1)といった官公庁や組織のWebサイトを
狙ったDDoS攻撃が年々増加傾向にあったため、エキサイトでも現状のパフォーマンスを維
持しつつ、セキュリティをさらに強固なものにする方法を模索していました。」「サービス拡大
に伴い、突発的なトラフィックの発生や今後のトラフィックの増加の可能性がありました。こ
れに対応するため、パフォーマンスに余裕のあるロードバランサーを導入し、システムを増強
したいと考えていました。」また、エキサイトでは2011年にIPv4アドレス枯渇が発表されたこ
とを受け、今後増え得るIPv6クライアントに対応するため、同時にIPv6対応を強化したいと考
えていました。

■検証：コンパクトな筐体で高いパフォーマンスを実現、
     さらに安心のサポート
これらの課題を解決するため、2011年末頃から次期ロードバランサーの検討を開始しま
した。当初は上記の課題を満たすいくつかの製品が候補として挙げられました。従来以上の
性能を実現する機器で、かつコンパクトな筐体の製品を検討し、AXシリーズを含む数機種製
品がこれらの条件をクリアし最終選考に残りましたが、価格やパフォーマンス等様々な角度
からの比較検証や実機を用いた検証の結果、A10のAX 3200-12が採用されました。採用決定に
あたっては、これまでAXシリーズが大手ポータルサイトやキャリア等、国内外のミッションクリ
ティカルなサービスに導入され安定して稼働しているという実績も考慮されました。

AX シリーズは独自OSである ACOS（Advanced Core Operating System)と64 ビット対応
の専用ハードウェアにより、各 CPU が完全に独立した並列処理を実現し、CPU のパフォー
マンスを最大限に発揮します。その結果、AX 3200-12 はわずか 1Uというコンパクトな筐体
でありながら110 万 L4CPSという高いパフォーマンスとセキュリティ性能を実現しています。

導入の最大の決め手となったのは、従来製品と同じ操作感で機器を扱え
たことでした。「従来製品からの機器のリプレースは通常であればハード
ルが高いと考えがちですが、AXシリーズは業界標準のCLIと操作性が高い
GUIを採用しているため、操作にはすぐになじむことができました。」

さらにもう一つ注目されたのはサポート力でした。
「どの製品であっても、必ず問題が起こるときはあります。重要なのはその
時にどれだけ迅速にサポートしてもらえるかです。A10は日本にサポート
拠点を持っているため、そのスピード感には非常に安心感があります。」

■導入効果：サービスの安定化を実現、
　 コストパフォーマンスの高いセキュリティ対応
エキサイトでは現在、AXシリーズのセキュリティ機能強化モデルである
AX 3200-12を複数台導入し、冗長構成でエキサイトのサービス全体のトラ
フィックを処理しています。HTTPのロードバランスやaFlex(*2)を使用した
L7ロードバランス、またセキュリティ機能を利用したDDoS防御を行ってい
ます。導入効果について、担当者は次のように語っています。「IPv6移行強
化、ハイパフォーマンスなSYN Flood攻撃対策が可能になりました。セキュリ
ティ対策については、高価なファイアウォールを導入するよりもはるかにコ
ストを抑えながら必要な対策を取ることができました。しかも、機能や帯
域ごとの追加ライセンスの購入が必要ないのは助かります。」

今後については新規プロジェクトへの意欲を以下のように教えてくれました。
「AXシリーズは、当たり前のことを当たり前にできるという安心感があり
ます。エキサイトのサービスは今後も拡大します。その中でもAXシリーズを
最大限活用できるよう、A10が提供するワークショップを通じて、必要な技
術スキルの向上にも積極的に取り組んでいきます。」

*1）SYNFlood 攻撃：DDoS 攻撃において用いられる技術のひと
つで、大量のパケットをサーバーに送信することでサーバーをクラ
イアントからの返答が来るか、一定時間が経過するまで記憶領域
を保持しつづけなければならない状態に陥らせ、この間通常の接
続を受付不可能にするという手口

*2）aFleX: aFleXスクリプト言語は、 レイヤー7のヘッダー情報やペイ
ロードに含まれる情報を詳細に分析して、予め設定されたポリシー

（フィルター、ドロップ、リダイレクト）を適用できる強力なスクリプティ
ングエンジン 　
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AXシリーズでポータルサービスを安定化

エキサイト株式会社

Value Point

「市場やユーザーのニーズを的確にとらえた
A10の製品戦略に感銘をうけ、AXシリーズを
採用しました。」

「AXシリーズは市場のニーズにあった製品と
いうことで、サービスに関する問い合わせが増
えました。多くの機能が追加ライセンスなしで提
供できるようになったため、ユーザーのニーズ
に対応できるようになりました。」

Customer Driven Innovation
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（記載された内容は 2011年 9月時点の情報です。）
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AX シリーズについて
A10ネットワークスのAXシリーズは、業界最高のプライスパフォーマンスを提供する次世代のアプリケーションプラットフォームです。ハイパフォーマ
ンスで拡張性の高いWebアプリケーションデリバリーサービスを構成し、アプリケーションの可用性を最大化することによって企業やISPのビジネス
をサポートします。AX の Advanced Core Operating System（ACOS）アーキテクチャーは、Scalable Symmetrical Multi-Processing（SSMP）テクノ
ロジーを搭載する革新的なOSであり、数々の賞を受賞しています。設計段階から最適化されたマルチCPUアーキテクチャーを持つACOSは、
パフォーマンス、拡張性、信頼性において他社製品よりはるかに優れています。詳しくはこちらのホームページをご覧ください。
http://www.a10networks.co.jp/products/axseries/

A10 Networks/A10ネットワークス株式会社について
A10 Networks（NYSE: ATEN）はアプリケーションネットワーキング分野におけるリーダーとして、高性能なアプリケーションネットワーキングソリュー
ション群を提供しています。世界中で数千社にのぼる大企業やサービスプロバイダー、大規模Webプロバイダーといったお客様のデータセンターに
導入され、アプリケーションとネットワークを高速化し安全性を確保しています。A10 Networksは2004年に設立されました。米国カリフォルニア州
サンノゼに本拠地を置き、世界各国の拠点からお客様をサポートしています。
A10ネットワークス株式会社はA10 Networksの日本子会社であり、お客様の意見や要望を積極的に取り入れ、革新的なアプリケーションネット
ワーキングソリューションをご提供することを使命としています。
詳しくはホームページをご覧ください。  www.a10networks.co.jp   Facebook：http://www.facebook.com/A10networksjapan 

IDCフロンティアについて
株式会社 IDCフロンティアは、日本のビジネスシーンの発展と活性化を支える情報技術基盤を提供しています。長年の経験で培った高信頼データ
センターを全国 9 箇所で運用しており、SaaS/PaaS/IaaS に代表される高付加価値サービスの開発と提供に取り組み、ビジネスユーザーのクラウド
コンピューティングやオープンプラットフォームの利活用を推進しています。http://www.idcf.jp/

■ 課題:
コストパフォーマンスの高いマネージド・ロード
バランシングサービスの構築

■ 導入の決め手:
豊富な機能を追加ライセンスなしで実現

■ 利用機能:
ロードバランス機能、SSLアクセラレーション、
aFleX

■ 使用機種:
AX 1000

■ 導入効果:
多くのユーザーのニーズに柔軟に対応できる
ようになった

AXシリーズでコストパフォーマンスの高い
データセンターサービスを提供
追加ライセンスなしで全ての機能が提供可能

IDCフロンティアは、全国９箇所のデータセンターを保有し1600社以上の導入実績
を持つ、日本最大級規模のデータセンター事業者です。2009年2月にYahoo! 
JAPANグループの一員として設立された同社は、データセンターとクラウドコン
ピューティングの二つの事業領域でサービスの提供を行っています。

IDCフロンティアは、自社のデータセンター利用者向けにマネージドサービスを提
供しています。ロードバランス機能を提供する「マネージド・ロードバランシング」
サービスでは従来他社製品が使用され、標準的な負荷分散機能が提供されてい
ましたが、日々変化するビジネスユーザーの要求に柔軟に対応するため、より拡張
性の高いロードバランサー製品への入れ替えを検討し始めました。 

機能性、パフォーマンス、コストが重要視される同社のサービスでは、高い処理性
能を優れた価格で実現できる製品が必要でした。IDCフロンティアは選定の基準
として、高いロードバランス処理性能を持つこと、幅広い顧客ニーズに対応できる
柔軟なスクリプト機能を持つこと、将来必要となるIPv6を実装していることをあげ、
これを優れたコストパフォーマンスで実現する機器を探していました。

製品選定段階ではA10ネットワークスのAXシリーズや既存の製品を含む数社が検
討されましたが、実機を使用した検証にて、高い処理性能を実現していたA10の
AX 1000が採用されました。IDCフロンティアはまた、全ての機能が標準搭載されコス
トパフォーマンスが高い点や、日本語GUIやCLI(コマンドラインインターフェイス)
によるシンプルな運用が可能な点を高く評価しました。

「市場やユーザーのニーズを的確にとらえたA10の製品戦略に感銘をうけ、AXシリーズ
を採用しました。」IDCフロンティア 運用本部サービスインテグレーション部の片岡 
美穂氏は述べています。

同社の藤咲 公一氏はまた、「AXシリーズが市場のニーズにあった製品ということで、
サービスに関する問い合わせが増えました。多くの機能が追加ライセンスなしで提
供できるようになったため、ユーザーのニーズに対応できるようになりました。」と
述べています。

AXシリーズの採用は、同社のマネージドサービス利用顧客にとってもメリットが
あるものでした。

「従来の『マネージド・ロードバランシング』サービスでは、SSLアクセラレータ機
能を追加でご利用いただく場合にはSSLアクセラレータ対応機種への変更を勧め
る必要があり、それに伴って追加費用も発生していました。AXシリーズはSSLアク
セラレータ機能を標準搭載しているため、機器の入替なしで必要に応じて機能を
ご利用いただけるようになり、顧客の満足度を高めることができました。」

AX 1000は、「マネージド・ロードバランシングサービス」のロードバ
ランサとして、同社のサービスであるマネージドサービスの顧客に
導入され、それぞれ異なる構成で配下のサーバへのトラフィックを
ロードバランスしています。また、携帯電話端末をクライアントとす
る事業者に対してもaFlexを使用して高度なロードバランシングサー
ビスを提供しています。同時にSSLアクセラレータとして動作し、配
下のサーバのSSL負荷を軽減しています。

これらの豊富な機能を標準搭載したAXシリーズにより幅広い顧客
のニーズに対応できるようになり、IDCフロンティアのデータセン
ター利用顧客の満足度を向上させています。

株式会社IDCフロンティア
ビジネス推進本部  サービス開発部
藤咲　公一 氏 (左)

運用本部  サービスインテグレーション部
片岡　美穂 氏 (右)
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